
この八尾工場は、大阪市と八尾市との協定
に基づいて昭和４１年に建造された旧工場の
老朽化に伴って、平成３年から平成７年にかけ
て建設された焼却工場です。
大阪市では、日々排出される膨大なごみを

迅速かつ衛生的に処理するため、ごみ焼却工
場の整備充実に力をいれ、昭和５５年の大正
工場（平成２６年廃止）の完成により、可燃性ご
みの全量焼却体制を確立しました。
平成２７年に事業を引き継いだ大阪市・八尾

市・松原市環境施設組合（令和元年に大阪広域
環境施設組合に名称を変更）においても、限り
ある埋立処分地を長期にわたり使用していく
ため、これら焼却工場の整備充実は不可欠な
ものであり、今後のごみ量の推移などに応じ
て、老朽化した工場の整備や建替えを順次進
めていく予定です。
八尾工場は最新の設備を導入し、公害防止

に全力を尽くしています。ピット内の臭気を含
んだ空気が外部に出るのを防ぐためピット内
の空気を燃焼用として炉内に送り込み、ごみを
高温で燃焼するほか、排ガスは高性能のろ過
式集じん装置、触媒脱硝装置と排ガス洗浄装
置で処理しています。工場排水は排水処理装
置で処理した後、下水道に放流します。
焼却時の余熱により発電された電気を工場

内で利用するほか、余った電気は電力会社等
に売却しています。
また、建物は近代的な外観で付近との調和

を図ると共に、各種機器類を建物内に納めて、
臭気・ほこり・騒音の漏れを防止しています。

以下は広告スペースです。
大阪広域環境施設組合が推奨するものではありません。

大阪広域環境施設組合
Osaka Waste Management Authority

私たちは、SDGsの趣旨に賛同し、
推進に取り組んでいます。
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